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米
国
社
会」

い
よ
い
よ
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
す
る。

異
色
の
大
統
領
は
世
界
を
ど
う
変
え
る

の
か。
『
不
識
塾』
で
の
二
か
月
に
わ
た
る

「
資
本
主
義
の
転
換」
に
関
す
る
議
論
を

踏
ま
え、
「
ト
ラ
ン
プ
後
の
世
界」
に
つ
い
て

『
不
識
塾』
塾
長
の
中
谷
巖
が
ま
と
め
た。

い
わ
ゆ
る
「
政
治
的
常
識
」
（
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル・
コ

レ
ク
ト
ネ
ス）
を
著
し
く
逸
脱
し
た
言
動
や、
テ
レ

ビ・
新
聞
の
大
々
的
な
「
反
ト
ラ
ン
プ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
も
拘
ら
ず、
ト
ラ
ン
プ
が
勝
利
し
た
の
は、
そ

れ
だ
け
ア
メ
リ
カ
社
会
の
「
分
断
」
が
深
刻
だ
っ
た

か
ら
だ
。
そ
れ
は、
富
裕
府
と
伐
困
層
の
分
断
で

あ
り、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
潤
う
東
西
両
海
岸
と
疲

弊
し
た
中
西
部
の
分
断
で
あ
り、
エ
リ
ー
ト
と
大

衆
と
の
分
断
だ。

ト
ラ
ン
プ
は
そ
の
分
断
を
打
ち
破
る
と
期
待

さ
れ
て
当
選
し
た。

果
た
し
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

そ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か。

続
く
か
？
「
ト
ラ
ン
プ・
ラ
リ
ー」

ト
ラ
ン
プ
当
選
後、
ド
ル
が
急
騰、
ダ
ウ
平
均

株
価
も
史
上
最
高
値
を
つ
け
た
が、
金
融
市
場

が
こ
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
は、
ト
ラ
ン
プ

の
政
策
が
こ
と
ご
と
く
「
親
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
親
金
融

市
場
」
「
親
富
裕
層
」
的
だ
と
み
な
さ
れ
た
た
め

だ。
大
型
減
税、
大
型
イ
ン
フ
ラ
投
資
な
ど、
レ
ー

ガ
ノ
ミ
ク
ス
の
再
来
を
思
わ
せ
る
内
容
は
投
究
家

に
「
オ
バ
マ
政
権
と
は
違
う
」
と
い
う
期
待
を
抱

か
せ
た。

た
し
か
に、
ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
は
金
融
市
場

を
活
性
化
さ
せ
た
が、
他
方
で
は、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
メ
キ
シ
コ
立
地
に
待
っ
た
を
か
け
る
な
ど、

大
衆
受
け
を
狙
っ
た
保
護
主
義
的
言
動
も
目
立

つ。
し
か
し、
輸
入
課
徴
金
や
「
メ
キ
シ
コ
と
の
壁
」

が
米
国
社
会
の
「
分
断
」
を
是
正
さ
せ
る
と
は
思

え
な
い。
ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
の
基
本
は
「
金
融
市

場
優
先」
「
富
裕
層
優
遇」
だ
か
ら
で
あ
る。

ト
ラ
ン
ポ
ノ
ミ
ク
ス
は
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
と
同
じ

く、
や
が
て
財
政
赤
字
と
貿
易
赤
字
と
い
う
「
双

子
の
赤
字
」
の
拡
大
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う。
大
型

減
税
と
公
共
投
資
で
財
政
赤
字
が
膨
ら
み、
ド
ル

高
は
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る

か
ら
だ。

レ
ー
ガ
ン
時
代
の
「
双
子
の
赤
字」
は
プ
ラ
ザ
合

意
（
ド
ル
大
幅
切
下
げ）
で
乗
り
切
っ
た
が、
今
回

は
H
独
両
国
に
当
時
ほ
ど
の
経
済
余
力
が
な
く、

「
新・
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
あ
り
得
な
い。
ト
ラ
ン
ポ
ノ

ミ
ク
ス
の
出
口
は
あ
ま
り
に
も
不
透
明
だ。

い
ず
れ
に
せ
よ、
ト
ラ
ン
プ・
ラ
リ
ー
が
い
つ
ま
で

も
続
く
わ
け
で
は
な
い。
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
対
し

て
「
根
拠
の
な
い
甘
い
期
待」
は
禁
物
だ。

「
分
断」
は
是
正
さ
れ
な
い

＿

橋
大
学
名
誉
教
授
／
「
不
識
塾」
塾
長

中
谷

巖

活

性

分

断

加

ラ
ン
プ
後
の

化
？・

速
？・
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